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【補正の内容】
【００７４】
　表１に示す通り、射出成形金型を構成するコアの表面粗さＲｚが５０μｍ以下の場合に
は、プレフィルドシリンジ用外筒の透明性が高くなる。また、実施例１～５と実施例６と
から、コアの表面粗さが３０μｍ以下であり、金型のコアに潤滑性硬質皮膜が形成されて
いない場合には、離型抵抗値が大きくなることが確認された。また、実施例１と実施例２
～５とから、潤滑性硬質皮膜の形成により離型抵抗値が低くなることが確認されると同時
に、実施例１は潤滑性硬質皮膜が形成されていないにもかかわらず、透明性に優れ、離型
抵抗値も実施例２～５よりもやや高い程度であることが確認された。
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